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関東甲信越土を考える会　夏期研修会　レポート

これからのトラクタ
選択＆活用術を語ろう

　

８
月
２
〜
３
日
に
関
東
甲
信
越
土
を
考

え
る
会
の
２
０
１
１
年
度
夏
期
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
千
葉
県
柏
市
の
柏

染
谷
農
場
に
集
ま
り
、
５
年
目
の
挑
戦
と

な
る
乾
田
直
播
の
圃
場
視
察
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
。
場
所
を
移
し
て
、
乾
田
直
播
の
実

践
報
告
会
が
行
な
わ
れ
た
。
同
農
場
が
導

入
３
年
目
を
迎
え
た
早
期
播
種
乾
田
直
播

の
取
り
組
み
、
大
規
模
の
経
営
に
お
け
る

導
入
に
つ
い
て
の
講
演
に
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。

　

翌
３
日
、
夏
期
研
修
会
と
し
て
は
異
例

の
ト
ラ
ク
タ
・
作
業
機
の
実
演
会
が
行
な

わ
れ
た
。
会
場
を
お
借
り
し
た
の
は
、
千

葉
県
香
取
市
の
㈲
こ
う
ざ
き
自
然
塾
が
管

理
し
て
い
る
、
今
年
作
付
け
で
き
な
か

っ
た
圃
場
で
あ
る
。
未
だ
に
農
道
の
凸

凹
、
陥
没
は
そ
の
ま
ま
で
、
液
状
化
で
地

下
か
ら
上
が
っ
て
き
た
砂
が
圃
場
や
道
路

を
覆
っ
て
い
る
。
代
表
の
鈴
木
一
司
氏
は

「
神こ

う
さ
ぎ崎
地
区
は
も
と
も
と
沼
だ
っ
た
の
で
、

３
月
の
大
震
災
で
液
状
化
被
害
の
影
響
が

大
き
く
、
60�

㎝
地
盤
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
川
が
隆
起
し
て
水
田
よ
り

水
位
が
上
が
っ
て
し
ま
い
、
水
が
吐
け
ま

せ
ん
。
ま
た
基
盤
整
備
で
地
下
に
埋
め
た

用
水
と
排
水
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
壊
れ
て
、

水
稲
の
作
付
け
が
で
き
な
い
状
況
」
と
語

っ
た
。
自
前
の
機
械
体
系
を
駆
使
し
て
、

圃
場
に
で
き
た
30�

㎝
ほ
ど
の
段
差
を
整
地

し
て
、
一
部
の
圃
場
を
除
い
て
水
稲
の
代

わ
り
に
大
豆
を
播
い
て
転
作
対
応
し
た
。
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液
状
化
の
被
害
を
受
け
た
圃
場
を
ど
の

よ
う
に
復
旧
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
、
日

頃
か
ら
揃
え
て
き
た
ト
ラ
ク
タ
と
作
業
機

が
あ
り
、
フ
ル
活
用
で
き
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
実
演
の
中
で
も
、
畔
を
取
り
崩

し
て
２
枚
の
圃
場
を
１
枚
に
す
る
作
業
も

実
際
に
行
な
わ
れ
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
ト
ラ
ク
タ
は
、
今
年
、

メ
ー
カ
ー
各
社
が
発
表
し
た
セ
ミ
ク
ロ
ー

ラ
ト
ラ
ク
タ
で
あ
る
。
パ
ワ
ク
ロ
に
力
を

入
れ
て
き
た
ク
ボ
タ
に
、
井
関
農
機
の
Ｔ
・

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
シ
リ
ー
ズ
、
ヤ
ン
マ
ー
の
Ｅ

Ｇ
１
０
５
が
加
わ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
選
択

肢
が
広
が
っ
た
。

　

ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
の
弱
点
で
指
摘
さ

れ
る
の
が
、
足
回
り
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

耐
久
性
で
あ
ろ
う
。
新
し
い
機
種
は
、
ク

ロ
ー
ラ
の
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
穴
が
な
く
な
り
、

内
側
の
転
輪
に
ス
ク
レ
ー
パ
を
備
え
、
泥

の
付
着
を
軽
減
し
、
ク
ロ
ー
ラ
本
体
の
シ

ン
プ
ル
化
が
図
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
の
場
で
多
く

聞
か
れ
た
の
は
、
部
品
交
換
程
度
で
壊
れ

な
い
、
一
日
中
乗
っ
て
い
て
も
疲
れ
な
い
、

夜
間
作
業
に
も
明
る
く
照
ら
す
ラ
イ
ト
付

ト
ラ
ク
タ
が
ほ
し
い
と
い
う
要
望
で
あ
る
。

適
期
に
ど
れ
だ
け
作
業
が
で
き
る
の
か
。

規
模
拡
大
で
大
面
積
を
抱
え
る
農
業
経
営

者
に
と
っ
て
は
、
ト
ラ
ク
タ
と
作
業
機
の

選
択
、
そ
し
て
複
数
台
の
機
械
を
使
い
分

け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
て
こ
そ
乗
り
切
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

クボタMZ655＋バーチカルハロー

クボタM125A＋ドリルシーダー

井関農機TJV85C＋レーザーレベラー

ヤンマーEG105＋リバーシブルプラウ

クボタKL58ZH＋スタブルカルチ

ヤンマーCT1000＋レーザーレベラー
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最新セミクローラトラクタ
大試乗会

ヤンマーGL155でサブソイラ作業。ホイールとどう使い分けるか。 ヤンマーCT1000フルクローラで直装式のレベラー作業を体験。

トラクタだけでなく、ドリルシーダーにも注目。 女性でも運転しやすい。プラウ作業にて試乗。
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●セミクローラトラクタを
　導入していますか？

【 メリット 】
・牽引力がある
・踏圧が低い
・湿田に強い
・悪条件の圃場でも作業できる
・道路走行時の振動が少ない

【 デメリット 】
・ランニングコストが高い
・圃場間の移送が大変
・クローラ周辺のメンテナンスに
　手間と費用がかかる
・旋回時の土寄りがある
・メンテナンス、掃除が面倒

【 要　望 】
・耐久性の高いトラクタ
・部品の価格が高い
・後方を照らすライトが少ない
・1日運転しても疲れを感じない
　トラクタ

（回答数：30人）

Yes
53%

No
47%

【会員へのアンケート調査】

一般的な普及率に比べたら、53％と
いう数字は驚異的な数字かもしれない
が、同会の東北エリアでは7割を超え
るという。プラウやレベラーの導入、
作業面積の拡大など、トラクタをいか
に有効に活用するかを考えた結果、セ
ミクローラが選ばれているようだ。

井関農機TJVシリーズのエンジンはコモンレール式で電子制御噴射エンジン搭載。

関東甲信越の各県から集まった精鋭たち。地域でも先進的に新しい
トラクタを使い始め、規模拡大や新技術の導入をリードしている。
この日も多収品種、乾田直播の試行錯誤の情報交換の場となった。

クボタＭ１２５Ａを試乗。実際に乗ってみると欲しくなってしまう!?



16農業経営者 2011 年 10 月号

千葉県が進める乾田直播は3月下旬から4月上旬に播種を行なう
「早期播種」技術。2月下旬から均平・整地を進め、レベラー
で田面を±2.5㎝に。管理作業は雑草防除は３回（ラウンドアッ
プ、クリンチャーバスＭＥ、トップガン）、追肥も３回。収穫は
移植栽培から5〜7日ほど遅れで、収穫適期を広げられる。

「乾田直播5年目、早期播種3年目にして天候に恵まれてうまく
いった」と語る染谷茂氏（柏染谷農場）。今年は水稲52haのうち
11.2haで早期播種に取り組んでいる。雑草対策のために密植（条間
20cm）、3月19・20日に5.5kg/10aをドリルシーダーで播いた。
移植前に既に播種が終わっている安心感も導入メリットの一つ。

千葉発！早期播種
乾田直播の取り組み


